
社会変革と物流脱炭素化を同時実現する先進技術導入促進事業

（うちLNG燃料システム等導入促進事業）　応募様式
· 提出に当たっては、本留意事項、例示（赤字部分）は削除して提出してください。

· 繰り返しの表現や冗長な文章等を避け、わかりやすく端的に記載してください。ページ数に制限はございませんが、ページを増やす場合であっても、簡潔にわかりやすく書くように努めてください。
· 写真、グラフ、図等を用いる場合は、その説明を記載すること。
· 文字サイズは10ポイントとしてください。
[image: image1.emf] 

 当該技術に新規性がある場合は汎用性についても記載してください。 


1.補助事業の名称
[image: image2.emf]　○○船における○○○○○○○導入事業

2.補助事業者の概要
	船舶所有者
	会社名
	○○○株式会社

	
	住所
	〒○○○－○○○○　東京都千代田区○○○

	
	最寄駅
	ＪＲ東日本　○○駅徒歩５分

	
	
	

	　担当者連絡先（主担当）
	住所
	〒○○○－○○○○　東京都千代田区○○○　

	
	所属・役職
	○○株式会社　○○部　○○課　○○

	
	氏名
	船舶　太郎　（せんぱく　たろう）

	
	電話番号
	○○○○（内線○○○）、○○○（直通）

	
	FAX
	○○○○

	
	E-mail
	○○○○



3.実施体制

　3-1. 実施体制図

＜記入例＞


　3-2　各社の役割・概要

　会社名
　　○船舶（株）


　会社概要

　　○○年設立の内航海運会社（船舶貸渡業）。○○隻の船を保有している。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　補助事業における役割


　　補助事業全体の統括を行うとともに、船主として船舶の建造・保有等を行う。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

4.補助事業の目的・概要及び補助事業に係る船舶の概要・特徴
大型の○○船に、LNG燃料エンジン、燃料供給システム、〇〇を搭載し、CO2排出消費削減率○％を実現する事業である。

　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　また、この事業の特徴は○○○という点で、○○が○○よりも優れている。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　〇〇を搭載することで、〇〇という理由から今後の日本におけるLNG燃料船の導入コストを削減することが期待される。

（一般配置図）

 




　
　5　技術の概要
　　5-1 LNG燃料システム
　　5-1-1 概要
　　LNG燃料システムは、CO2排出削減率○％を実現するものである。システムの構成図を以下に示す。

　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○　　
　　5-1-2 技術の新規性・汎用性
本システムには○○という技術を採用している。この技術の特徴は○○である。

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
本技術を今後普及させていくにあたっては、○○○○が課題となっており、その解決策としては、○○○○○○が必要である。

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
　本技術は、船種船型等による搭載に係る制限や性能の低下等がないため、その解決策の実施により、更なる応用が可能。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○　

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　
5-2 省CO2排出機器「〇〇」
　5-1-1 概要
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
　5-1-2 技術の新規性・波及性
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
　6　CO2排出削減率等 

　　6-1 概要

	
	補助事業に係る船舶

(予定)
	比較対象船舶

（※１）

	船名
	未定
	○○

	船種
	○○
	○○

	船舶所有者
	○○
	○○

	船舶運航者
	○○
	○○

	運航形態
	○○
	○○

	造船所
	契約予定造船所：〇〇

建造予定造船所：〇〇
	契約造船所：○○

建造造船所：○○

	起工

進水

就航

改造
	○○年○月○日（予定）

○○年○月○日（予定）

○○年○月○日（予定）

―
	○○年○月○日

○○年○月○日

○○年○月○日

○○年○月○日

	船舶の法定耐用年数(※２)
	○○
	

	総トン数（トン）
	○○
	○○

	載貨重量（トン）
	○○
	○○

	満載排水量（トン）
	○○
	○○

	搭載車両数
	○○
	○○

	旅客定員数
	○○
	○○

	積載容積
	○○
	○○

	船の寸法
	L(長さ)=      (m)

B(幅)  =      (m)

D(深さ)=      (m)
	L(長さ)=      (m)

B(幅)  =      (m)

D(深さ)=      (m)

	計画速力（ノット）（※３）
	○○
	○○

	主機
	メーカー
	○○
	○○

	
	型式
	○○
	○○

	
	航海中の使用燃料

（A重油 or C重油 or LNG）
	○○
	○○

	
	サイクルの別（2、4中、4低）
	○○
	○○

	
	連続最大出力（kW）
	○○
	○○

	
	回転数（rpm）
	○○
	○○

	
	台数（台）
	○○
	○○

	
	合計出力（kW）
	○○
	○○

	
	連続最大出力時の燃費

（※４）（g/kWh）
	○○
	○○

	通常航海中の船内電力を賄うために必要な軸発の動力（kW）（主機が100%出力時）
	○○
	○○

	通常航海中の船内電力を賄うために必要な軸発の動力（kW）（主機が75%出力時）
	○○
	○○

	通常航海中に使用するボイラ等の出力（kW）
	○○
	○○

	ボイラ等の燃費（g/kWh）
	○○
	○○

	補機
	通常航海中の出力（kW）
	○○
	○○

	
	連続最大出力時の燃費（g/kWh）
	○○
	○○

	
	航海中の使用燃料

（A重油 or C重油 or LNG）
	○○
	○○

	備考
	○○
	○○


（※１）比較対象船舶は、補助事業に係る船舶と大きさ、船種、航路その他の主要目が可能な限り類似していること、また、可能な限り性能が優れた最新の船であることが望ましい。
（※２）補助対象経費により取得し、又は効用の増加した財産について、船舶とは異なる法定耐用年数を適用しようとする場合は、適宜補足説明を記載すること。

（※３）主機連続最大出力から軸発出力分（主機が100%出力時）を控除した出力に負荷率0.75を乗じた出力時の平水中航海速力

(※４) カタログ値及びゆう度を記載すること
6-2 比較対象船舶の選択について
6-2-1比較対象船舶の選択理由

　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
6-2-2 比較対象船舶のCO2排出削減量等の水準

　　　今回選定した比較対象船舶は、○○年当時の同世代の船舶と比べて、○○○といった点で○○程度技術水準が高く、同世代の船舶と比べCO2排出削減率は○○％である。

　　　 具体的には、当時の技術としては○○が主流であったが、比較対象船舶は○○○を採用しており、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○　

　　また、○○の値の計算過程は以下の通り。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

　　　 
6-3 CO2排出削減率について

6-3-1補助事業に係る船舶のCO2排出原単位 
　  数値：○○　　　　単位：○○　　　　

（数値の算出過程）
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

6-3-2比較対象船舶のCO2排出原単位 

　　 数値：○○　　　　単位：○○
（数値の算出過程）
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

※参考

6-3-1及び6-3-2の計算過程をまとめて示す計算表の例を以下に示すが、他の計算方法を使用する場合、表等を活用し詳細かつわかりやすい算出過程を示すこと。

◆補助事業に係る船舶（6-4-1）の燃料使用量測定期間（予定）


●年●月●日～●年●月●日（１年間）

◆比較対象船舶（6-4-2）の燃料使用量測定期間


●年●月●日～●年●月●日（１年間）

（計算例）

	使用する燃料の種類・換算係数等
	補助事業に係る船舶
	比較対象船舶

	燃料名
	CO2換算係数

	燃料使用量
	CO2排出量

（○○）
	燃料使用量
	CO2排出量

（○○）

	Ｃ重油
	○g-CO2/kL
	○○kL
	
	○○kL
	

	Ａ重油
	○g-CO2/kL
	○○kL
	
	○○kL
	

	ＬＮＧ
	○g-CO2/t
	○○t
	
	○○t
	

	合計
	
	
	
	

	ⅰ．原単位化に用いる指標

（貨物量×距離等）
	数値

単位　t・km
	数値

単位　t・km

	ⅱ．CO2排出原単位

（ⅱ＝CO2排出量／ⅰ）
	数値　α2

単位　g-CO2/(t・km)
	数値　β

単位　g-CO2/(t・km)

	ⅲ．CO2排出削減率 Ａ

（ⅲ＝（β―α）／β）
	Ａ％


（備考）

　上記計算は○○という考え方で、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
　
6-3-3　LNG燃料システム及び省CO2排出機器の寄与によるCO2排出削減率等（％）

Ｂ％　(※)

· 補助事業の効果検証に当たっては、LNG燃料システム及び省CO2排出機器による寄与分のみのCO2排出削減率を測定すること。（検証方法については6-4に記載すること）
（数値の算出過程）

6-3-3の内訳は下表の通り。

	項目
	ＣＯ２排出削減率

	LNG燃料システム
	a％

	省CO2排出機器
	b％

	計
	Ｂ％



【CO2排出削減率等の考え方・算出過程について】

　　LNG燃料システム及び省CO2排出機器の寄与分のみのCO2排出削減率はＢ％である。補助事業に係る船舶と比較対象船舶を比較した結果、CO2排出削減率はＡ％となるが、そのうち、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○という補正をし、NG燃料システム及び省CO2排出機器の寄与分のみのCO2排出削減率は○％となる。

【各項目のCO2排出削減率等の考え方・算出過程について】
◆LNG燃料システム
○○という考え方に基づき、○○の計算により、CO2排出削減率を○％とした。○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

◆省CO2排出機器 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
6-4 CO2排出削減率等の検証
　 6-4-1 検証予定期間　○年○月○日～○年○月○日　（１年間）
　 

6-4-2 検証方法

上記期間の間、船舶の実運航に係る燃料消費量を○○海運が１日○回○○のデータの計測を行う。また、航路や天候の影響を勘案するため、取得したデータに△△の補正を行う。

　 検証による目標値としては、○○の理由により5-3-3のＢ1％及び5-4-3のＢ2%を用いることとした。○○○○○○○○○○○○○○○○
　6-4-3 検証予定期間及び検証方法の妥当性について

　１年間のデータを○○という方法により取得し、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○の方法による情報処理を行うことで、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○できるため、上記期間・方法により、十分な検証が可能だと判断した。
7　他船におけるLNG燃料システム等導入コスト削減効果 
7-1-1 概要

　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○
7-1-2 船舶所有者・船舶運航者における導入コスト削減効果
　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
7-1-3 造船所等における導入コスト削減効果
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
7-1- 導入コスト削減に資する新たな技術的な取組
　新たな技術的な取組として、○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○　　

　更には○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
○○○○○○○○○○○

　8 LNG燃料システム及び省CO2排出機器に係る技術が物流機能の維持等の課題解決につながる特筆すべき事項

本システムには○○という技術を採用している。この技術の特徴は○○である。

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
9. 実施計画

	項目
	補助対象
	概要
	R4年度
	R5年度
	R6年度
	R6年度

以降

	機器の製造・
発注
	○

○

〇

○
	LNG燃料エンジン
LNG燃料タンク
LNG燃料供給システム
省CO2排出機器
	
	
	
	

	船体詳細設計
	○

―


	船型開発

詳細設計


	
	
	
	

	建造
	―
	船体建造


	
	
	
	

	検証
	―

―
	検証運航

国へ報告
	
	
	
	


  9-1　スケジュール




　 9-2　補助金申請額

	
	R4年度
	R5年度
	R6年度
	合計

	①補助事業に要する経費
	○○円
	○○円
	○○円
	○○円

	②補助対象経費
	○○円
	○○円
	○○円
	○○円

	③補助金申請額
	○○円
	
	
	○○円


内訳については「添付 補助事業費（補助対象経費）及び補助対象外経費の内訳等」参照



　 9-3　資金調達計画

　　補助事業者名：●●●（共同申請の場合は、事業者毎及び合計額の資料をそれぞれ作成）

	項目
	R4年度


	R5年度


	R6年度


	R6年度

以降
	合計（円）
	備考

	補助金（円）
	
	
	
	
	
	

	自己資金（円）
	
	
	
	
	
	

	借入金(円)
	
	
	
	
	
	●●銀行

ＪＲＴＴ

	合計（円）

（補助事業に要する経費）
	
	
	
	
	
	


　
（備考）

　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○


10.補助事業実施に関連する事項

　10-1　他の補助金との関係等

この事業に係る船舶のうち○○の部分については、別途○○省の○○補助金の交付を申請中である。ただし、補助対象経費については、○○補助金は○○、○○補助金は○○と切り分けは行っているため問題ない。


　10-2　その他実施上問題となる事項

　　○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○


添付　補助事業費（補助対象経費）及び補助対象外経費、補助金所要額の内訳
補助事 業 名：○○○○○○○○○○○
補助事業者名：●●●（共同申請等の場合は、全体の資料に加えて申請事業者毎の内訳資料を作成）

	
	区分
	R4(2022)年度
	H5(2023)年度
	R6（2024）年度
	小計（円）

	補助対象経費
	設備費
	小計

（）内は補助金所要額
	(　　　　　)
	
	
	(　　　　　)

	
	
	技術毎に内訳を記載

（）内は補助金所要額
	(　　　　　)
	
	
	(　　　　　)

	
	
	（）内は補助金所要額
	(　　　　　)
	
	
	(　　　　　)

	
	
	（）内は補助金所要額
	(　　　　　)
	
	
	(　　　　　)

	
	業務費
	小計

（）内は補助金所要額
	(　　　　　)
	
	
	(　　　　　)

	
	
	技術毎に内訳を記載

（）内は補助金所要額
	(　　　　　)
	
	
	(　　　　　)

	
	
	（）内は補助金所要額
	(　　　　　)
	
	
	(　　　　　)

	
	
	（）内は補助金所要額
	(　　　　　)
	
	
	(　　　　　)

	
	検証等費
	小計

（）内は補助金所要額
	(　　　　　)
	
	
	(　　　　　)

	
	
	適宜内訳を記載

（）内は補助金所要額
	(　　　　　)
	
	
	(　　　　　)

	
	
	（）内は補助金所要額
	(　　　　　)
	
	
	(　　　　　)

	
	
	（）内は補助金所要額
	(　　　　　)
	
	
	(　　　　　)

	
	小計（円）
	(　　　　　)
	
	
	(　　　　　)

	補助対象外経費
	
	
	
	

	消費税（円）
	
	
	
	

	合計（円）（補助事業に要する経費）
	
	
	
	


（備考）
· 設備費については、○○という内訳である。
· 設計・工費については、○○という内訳である。
· ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
事業の特性が明示された個別事業名を記載すること。





共同申請を行う場合、申請者毎に記載すること。





担当者を複数記載する場合は、主担当者が分かるように明記すること。


主担当者は、提案書に係る国からの指示に対する一元的窓口を担うものであり、事業全般の内容について、統括的対応が可能である者とすること。





船舶運航者及びLNG燃料船の建造を行う造船所等を必ず記載すること。機器メーカーは任意とします。


共同申請を行う場合、共同申請者間の関係及び船舶の保有形態を明記すること。





(Ａ)社





（Ｂ）社





申請事業者（船主）





下請会社(予定)





（Ｃ）社





（Ｄ）社





下請会社(予定)





契約者(予定)





（造船所）


LNG燃料船の建造及び●●を行う





（機器メーカー）


〇〇機器の開発設計・製造を行う





（運航者）


〇〇〇〇





上記体制図に記載がある事業者毎に作成すること。


船舶運航者が船舶所有者と異なる場合、船舶の貸付内容、理由も記載すること。なお、財産処分制限期間（「減価償却資産の耐用年数等に関する省令（昭和４０年大蔵省令第１５号）に定める耐用年数のことをいう。」）内に、傭船契約等により船舶の貸付を行うことは、補助事業の実施に必要不可欠な場合にのみ認められる。





上記体制図に記載がある事業者毎に作成すること。





CO2排出削減効果について簡潔に記載してください。


他船へのLNG燃料システム等の導入コスト削減効果についても簡潔に記載してください。


LNG燃料システム等に係る技術に新規性や汎用性がある場合は記載してください。【任意】





申請時点で一般配置図の準備が困難な場合、それに準ずる図面を提出のこと。


補助対象技術毎に吹き出しを設け、一般配置図上の該当箇所がわかるようにすること。


船舶の長さ、幅、深さ等の大きさを示す数値を附記すること。





LNG燃料エンジン








LNG燃料供給装置








省CO2排出機器〇〇





LNG燃料タンク








LNG燃料システム（エンジン、タンク等）や各機器の役割をシステムの構成図等を用いながらわかりやすく簡潔に記載すること





該当がある場合のみ記入してください。


技術の新規性を説明するために、関連技術の開発動向（海外企業の動向も含む）、現状の類似技術との比較、その技術の革新性等を記載すること。


「優れた技術」といった一般的な記載だけでなく、何の観点で、何と比べて、どのように優れているのか、詳細に記載すること。


その他、特筆すべき事項があれば記載すること（例えば、CO2削減とNOｘ・SOｘ削減を両立した技術であること等（その場合、NOｘ・SOｘ削減率やその性能が従来の機器と比べてどのように優れているか等について、比較対象技術の選定に係る考え方と併せて記載すること）。





当該技術に新規性がある場合は汎用性についても記載してください。�





LNG燃料システムとの組み合わせによる相乗効果も記載してください。





例えば、補助事業に係る船舶と航路・船種が類似している等、その船舶選択の理由・妥当性を裏付けとともに記載すること。





比較対象船舶が同世代の船舶と比べて、省CO2排出性能等が優れていたと考える場合は、どのような理由からそのように考えるのかを数値を用いて具体的かつ詳細に記載。


その他、比較対象船舶の就航後、改造により比較対象船舶の省CO2排出性能が向上した等、特筆すべき事項があれば適宜記載。





CO2排出原単位については、〇～△％、〇％程度など幅を持たせた書き方としてはならない。6-3-1と6-3-2は同じ単位とすること。





実燃料消費量を想定して算出すること。


エンジンの燃料消費量など数値を使用する場合は、その裏付けとなるデータ・根拠を記載すること。


用いた数値については、その補足説明を適宜記載すること。


船種や運航の特性を考慮し、g-CO2/(ton・km)以外の単位を用いることとした場合、その合理的な理由を記載すること。





上記期間中の燃料使用量を記載すること。





ご参考までにＢ[％]とa～d[％]の関係は以下のとおりとなります。


Ｂ=100-100(1-a/100)(1-b/100)





・LNG燃料システムと省CO2排出機器が一体となったシステムの搭載等、CO2排出削減率の切り分けが困難なものにあっては、一つの項目と捉えて記載し、CO2排出削減率を算出してもよい。また、LNG燃料システムと省CO2排出機器が相互に影響しあう場合にあっては、相互影響を各項目に按分してCO2排出削減率を算出することとする。LNG燃料システム及び省CO2排出機器による効果でないもの（船の大型化、計画速力低下等）は、本表に記載しないこと。





審査において重要な情報であるため、詳細に記述すること。


システムを一括して考えた場合及び相互影響の按分を行った場合並びに革新技術に係る部分の切り分けを行った場合においては、その旨及び関連する項目を明示した上で、当該一括計上、按分、切り分け等に係る考え方を詳述すること。


実績値や水槽試験結果等を説明に用いる場合、その数値等を具体的に記載すること。





Bの値を直接測定することが困難な場合は、Ａの値を測定し、計画値と同様の方法で按分等を行い、値を算出すること。





検証に必要となる機器の概要（機器を使用する場合）、計測方法等を記載すること。なお、計測機器等を補助対象経費に含む場合は、「添付　補助事業費（補助対象経費）及び補助対象外経費の内訳等」の検証等費の項目に明記すること。ただし、当該計測機器等を事業終了後も取り外さずにCO2排出削減率等の確認等のために使用し続ける予定である場合に限る。


また、海上公試のみ等検証のためだけの運航による検証は不可。





他船にLNG燃料システム等を導入するとした場合に、補助対象船舶へのLNG燃料システム等の導入経験により得られる導入コスト削減効果を記載してください。可能な限り、定量的な記載をしてください。今後の具体的な計画がある場合は記載してください。


自社の取組に限らず、導入コスト削減効果が期待される場合についても記載してください。【任意】


今後の具体の計画がある場合は記載してください。【任意】


補助対象船が外航船である場合、内航船の普及に資する取組を記載してください。





該当がある場合に記載してください。


素材の変更、生産プロセスの効率化、生産技術の向上等の導入コスト削減につながる新たな技術的な取組がある場合は、その内容、技術の新規性、コスト削減効果についてわかりやすく記載してください。【任意】





該当がある場合のみ記入してください。


LNG燃料システム及び省CO2排出機器に係る技術が、労働力不足、労働改善、防災・減災や感染症流行等を踏まえた物流機能の維持等の課題解決に特に資するものとして特筆すべき事項がある場合は、内容や効果を詳細に記載してください。





契


約





就航





船舶の建造・実証スケジュールとともに、補助対象経費に係る作業スケジュールの詳細をわかりやすく記載すること。





「添付　補助事業費（補助対象経費）及び補助対象外経費の内訳等」により作成し、添付すること。　　


１円未満は切り捨てとすること。


日本円で記載すること





この合計値(X)は補助事業に係る船舶の船価と検証に係る費用の合計とすること。





１円未満は切り捨てとすること。


日本円で記載すること。





補助対象経費に関して、外国企業からの物品調達等において外貨での支払いが想定される場合は、換算レート（換算レートは、合理的根拠に基づいた、適切なものを使うこと。また、証憑書類を添付すること）、換算前の外貨の額等について記載すること。


申請に係る処分制限財産を取得し、又はその効用を増加させるために必要な資金を調達し、処分制限財産に対する抵当権その他の担保権の設定を予定する場合にあっては、当該内容を併せて記載すること。





本事業に関連し、国から他の補助金を過去受けていた、若しくは今後受けることを予定している場合又は補助金の申請を行い、若しくは検討している場合、その内容を記載すること。


特にない場合にあっては、「なし」と記載すること。


申請者（関連会社含む）が当該補助事業に係る船舶と同じ技術を搭載した他船舶を建造する場合、今後の予定を記載すること。また、その船に対して他の補助金を申請する予定がある場合も併せて記載すること。


他の補助金との関係については、補助対象経費の切り分け内容などについて具体的に記載すること。





事業実施上問題となる事項がある場合、その内容と解決方法を記載。


事業計画の変更を予定している場合は、変更理由、変更時期、変更後の体制・役割分担、を可能な限り詳細に記載すること。


許認可、権利関係等事業実施の前提となる事項を記載。ただし、船舶安全法に基づく検査等、船舶の建造・運航等にあたって通常必要となる手続きについては記載不要。





・行列は適宜追加すること。


・（）の補助金所要額は、2022年度分のみ記載すること。


・検証等費は、計測機器等の竣工前に発生する費用が補助対象であり、竣工後の費用は補助対象外。





各区分に、その費用の内容について記載すること。


また、補助対象経費と補助対象外経費の切り分けを行っている場合は、その考え方や算出過程についても記載すること。


補助対象経費に関して、外国企業からの物品調達等において外貨での支払いが想定される場合は、換算レート（換算レートは、合理的根拠に基づいた、適切なものを使うこと）、換算前の外貨の額等について記載すること。


見積添付可能な経費については、適宜参考見積を添付すること。








�　特定排出者の事業活動に伴う温室効果ガスの排出量の算定に関する省令（平成１８年経済産業省・環境省令第３号）の値を使用すること。


(https://elaws.e-gov.go.jp/search/elawsSearch/elaws_search/lsg0500/detail?lawId=418M60001400003)
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